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2 0 2 2 年 5 月 1 1 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第 227回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 

 

【不適合関係】 

・ 4月 14日 柏崎刈羽原子力発電所７号機フィルタベント配管接合部（フランジ） 

・ 4月 14日 の形状選定誤りについて                                        〔P. 3〕 

 

 

【発電所に係る情報】 

・ 4月 14日 （運転保守状況）１号機熱交換器建屋エリア屋外照明用自動点滅器の 

火災について（公表区分：Ⅰ）                 〔P. 4〕 

・ 4月 14日 （運転保守状況）７号機タービン建屋大物搬入口エリア電動シャッター 

のモーター給電ケーブルの火災について（公表区分：Ⅰ）     〔P. 5〕 

・ 4月 14日 （運転保守状況）６号機非常用ディーゼル発電機（Ａ）からの油漏れ 

について（公表区分：Ⅲ）                   〔P. 6〕 

・ 4月 14日 （運転保守状況）５号機取水口エリアにおけるクレーンのワイヤー 

切れについて（公表区分：Ⅲ）                                 〔P. 6〕 

・ 4月 20日 人事通知                                     〔P.07〕 

・ 4月 26日 柏崎刈羽原子力発電所における取組み                        〔P.09〕 

・ 4月 28日 取締役人事                                    〔P.10〕 

・ 4月 28日 人事通知                                     〔P.11〕 

 

 

＊以下、新型コロナウイルス関係 

・ 4月 14日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルスへの対応について〔P.13〕 

・ 4月 14日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.14〕 

・ 4月 15日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.15〕 

・ 4月 16日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.16〕 

・ 4月 17日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.17〕 

・ 4月 18日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.18〕 

・ 4月 22日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.19〕 

・ 4月 26日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.20〕 

・ 4月 27日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.21〕 

・ 4月 28日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.22〕 

・ 4月 29日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.23〕 

・ 5月 02日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.24〕 

・ 5月 04日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.25〕 

・ 5月 05日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.26〕 
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・ 5月 06日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.27〕 

・ 5月 10日 柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要〔P.28〕 

 

 

【その他】 

・ 4月 28日 柏崎市・刈羽村における「東京電力コミュニケーションブース」の 

・ 4月 28日 開設について                         〔P.29〕 

・ 4月 28日 ２０２１年度決算について                                      〔P.30〕 

・ 4月 28日 長期的な安定供給とカーボンニュートラルの両立に向けた事業構造 

・ 4月 14日 変革について                                〔P.39〕 

・ 5月 11日 広報活動の取り組みについて（５月活動報告）          〔P.52〕 

 

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

・ 4月 27日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ   〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15年 11月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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2022年 4月 20日

東京電力ホールディングス株式会社
原子力・立地本部

柏崎刈羽原子力発電所
　以下の通り人事異動がありましたので、お知らせいたします。

日　付 新　役　職 現　役　職 氏　　名

＜部長級＞
やまだ　きよふみ

2022.5.1 原子力・立地本部原子力運営管理部長 原子力・立地本部原子力運営管理部長　兼 山田　清文

（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）　兼 原子力改革担当付　兼
原子力改革担当付　兼 原子力・立地本部（ＣＦＡＭ統括担当）
原子力・立地本部（ＣＦＡＭ統括担当）

＜課長級＞
こすげ　よしお

2022.5.1 原子力安全・統括部 原子力安全・統括部 小菅　芳男

総括グループ 総括グループ
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）　

おかだ　とおる

2022.5.1 原子力安全・統括部 原子力安全・統括部 岡田　融

原子力企画グループマネージャー 原子力企画グループマネージャー　兼
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）　兼 原子力改革ユニット
原子力改革ユニット 原子力改革特別タスクフォース事務局 兼
原子力改革特別タスクフォース事務局 兼 原子力改革担当付
原子力改革担当付

よしだ　さだひろ

2022.5.1 原子力安全・統括部 原子力安全・統括部 吉田　定弘

原子力企画グループ 原子力企画グループ
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）

なかむら こうじ

2022.5.1 原子力安全・統括部 原子力安全・統括部 仲村　光史

品質・安全評価グループマネージャー 品質・安全評価グループマネージャー　兼
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）　兼 渉外・広報ユニット広報室　兼
渉外・広報ユニット広報室　兼 原子力安全・統括部
原子力安全・統括部 リスクコミュニケーター
リスクコミュニケーター

こすだ　　まさゆき

2022.5.1 原子力安全・統括部 原子力安全・統括部 小須田　昌之

品質・安全評価グループ 品質・安全評価グループ　兼
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）　兼 原子力運営管理部防災安全グループ
原子力運営管理部防災安全グループ

こんどう　みつる

2022.5.1 原子力安全・統括部 原子力安全・統括部 近藤　満

品質・安全評価グループ 品質・安全評価グループ
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）
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日　付 新　役　職 現　役　職 氏　　名

たなべ　けいぞう

2022.5.1 原子力安全・統括部 原子力安全・統括部 田邊　恵三

原子力安全グループマネージャー 原子力安全グループマネージャー
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）

うらべ　のぶゆき

2022.5.1 原子力運営管理部 原子力運営管理部 卜部　宣行
（柏崎刈羽原子力発電所駐在）

なかの　けんたろう

2022.5.1 原子力運営管理部 原子力運営管理部 中野　謙太郎
運営業務グループマネージャー 運営業務グループマネージャー
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）

さんご　ひでき

2022.5.1 原子力運営管理部 原子力運営管理部 三五　英樹
運転計画グループマネージャー 運転計画グループマネージャー
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）

みやざわ　あきら

2022.5.1 原子力運営管理部 原子力運営管理部 宮澤　晃
放射線管理グループマネージャー 放射線管理グループマネージャー　兼
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）　兼 原子力運営管理部（環境担当）　兼
原子力運営管理部（環境担当）　兼 廃止措置室
廃止措置室

かなり　きみひこ

2022.5.1 原子力運営管理部 原子力運営管理部 金成　公彦

運転管理グループマネージャー 運転管理グループマネージャー　兼
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）　兼 運転計画グループ　兼　
運転計画グループ　兼　 防災安全グループ　兼
防災安全グループ　兼 原子力・立地本部
原子力・立地本部 （運転ＣＦＡＭ担当）兼
（運転ＣＦＡＭ担当）兼 渉外・広報ユニット広報室　兼
渉外・広報ユニット広報室　兼 原子力運営管理部
原子力運営管理部 リスクコミュニケーター　兼
リスクコミュニケーター　兼 原子力改革担当付
原子力改革担当付

たけもと　ひさし

2022.5.1 原子力運営管理部 原子力運営管理部 竹本　尚史

保守管理グループマネージャー 保守管理グループマネージャー　兼
（新潟県柏崎市ＵＫビル駐在）　兼 廃止措置室　兼
廃止措置室　兼 福島第一廃炉推進カンパニー
福島第一廃炉推進カンパニー 福島第一原子力発電所
福島第一原子力発電所 （計量管理担当（核計装・設備担当））
（計量管理担当（核計装・設備担当））

　
　　　 以　　上
　

【本件に関するお問い合わせ】
東京電力ホールディングス株式会社

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表）
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取 締 役 人 事 

2022年4月28日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

本年6月に開催予定の第98回定時株主総会後の取締役候補者を下記のとおり内定しました

ので、お知らせいたします。本件につきましては、同株主総会及び取締役会を経て、正式に決

定される予定です。 

記 

 
 氏 名 現 職 等 

取締役会長 ＊小林 喜光 株式会社三菱ケミカルホールディングス取締役 

取 締 役 ＊國井 秀子 芝浦工業大学客員教授 

取 締 役 ＊髙浦 英夫 公認会計士 

取 締 役 ＊大八木 成男 帝人株式会社相談役 

取 締 役 ＊大西 正一郎 フロンティア・マネジメント株式会社代表取締役共同社長

執行役員、弁護士 

取 締 役 ＊新川  麻 西村あさひ法律事務所パートナー弁護士 

取 締 役 小早川 智明 当社取締役代表執行役社長 

取 締 役 守谷 誠二 当社取締役代表執行役副社長 

取 締 役 山口 裕之 
（新任） 当社代表執行役副社長 

取 締 役 児島 力 
（新任） 当社執行役副社長 

取 締 役 福田 俊彦 
（新任） 当社常務執行役 

取 締 役 吉野 栄洋 当社取締役執行役 
原子力損害賠償・廃炉等支援機構連絡調整室長 

取 締 役 森下 義人 当社取締役 

＊は社外取締役候補者 
＜退任予定者＞ 

文挾 誠一、秋本 展秀 

 

以 上 10



2022年4月28日
東京電力ホールディングス株式会社

日　付 新　役　職　等 現　役　職 氏　　名

［フェロー退任]

2022.6.29 退任 東京電力ホールディングス株式会社 牧野　茂徳
フェロー

［理事任用］

2022.6.28 東京電力ホールディングス株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 内田　亮
理事原子力設備管理部 原子力設備管理部

［本社部長級の異動］

2022.6.23 東京電力パワーグリッド株式会社 東京電力パワーグリッド株式会社 冥賀　雅弘
経営企画室 東電物流株式会社出向 経営企画室長

2022.6.23 東京電力パワーグリッド株式会社 東京電力パワーグリッド株式会社 池亀　耕太郎
経営企画室長 事業開発室

2022.6.28 東京電力ホールディングス株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 小林　正明　
渉外・広報ユニット広報室長 新潟本部渉外・広報部長兼原子力・

立地本部兼原子力改革担当付

2022.6.28 東京電力パワーグリッド株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 西村　幸治
多摩総支社長 新潟本部副本部長

2022.7.1 東京電力ホールディングス株式会社 東京電力パワーグリッド株式会社 田村　光
福島本部復興調整部 公益社団法人 事業開発室長
福島相双復興推進機構出向

2022.7.1 東京電力ホールディングス株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 小林　達郎
渉外・広報ユニット海外事業室ワシ 渉外・広報ユニット海外事業室ワシ
ントン事務所長 ントン事務所副所長

2022.7.1 東京電力ホールディングス株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 山本　正之
原子力・立地本部 日本原燃株式会 原子力・立地本部副本部長兼原子力
社出向 設備管理部長兼原子力耐震技術セン

ター所長

　　 人　　事　　通　　知
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2022年4月28日
東京電力ホールディングス株式会社

日　付 新　役　職　等 現　役　職 氏　　名

2022.7.1 東京電力ホールディングス株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 山下　理道
原子力設備管理部長（柏崎刈羽原子 柏崎刈羽原子力発電所ユニット所長
力発電所駐在）兼柏崎刈羽原子力発 （５～７号）
電所（プロジェクト統括担当）兼原
子力耐震技術センター所長

2022.7.1 東京電力パワーグリッド株式会社 東京電力パワーグリッド株式会社 藤村　仁
事業開発室長 用地部長

2022.7.1 東京電力パワーグリッド株式会社 東京電力エナジーパートナー株式会社 岸　栄一郎
系統運用部 経営改革本部生産性向上・カイゼン

推進室長兼ＤＸ推進室

2022.7.1 東京電力エナジーパートナー株式会社 東京電力エナジーパートナー株式会社 芳野　恵一
常務執行役員販売本部副本部長 常務執行役員販売本部お客さま営業

部長

2022.7.1 東京電力エナジーパートナー株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 山岡　剛司
販売本部お客さま営業部長 経営企画ユニット企画室次長兼企画

室（リスク担当）兼グループ事業管
理室兼人財統括プロジェクト室

［本社部長級の退職]　

2022.6.27 願いにより退職(定年扱い) 東京電力パワーグリッド株式会社 藤木　武博
スマートメーター推進室長

2022.6.30 願いにより退職(定年扱い) 東京電力ホールディングス株式会社 西村　郁夫
渉外・広報ユニット海外事業室ワシ
ントン事務所長

2022.6.30 願いにより退職(定年扱い) 東京電力ホールディングス株式会社 佐藤　隆
原子力・立地本部 一般社団法人世
界原子力発電事業者協会東京センタ
ー出向

以　上

　　 人　　事　　通　　知
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 14日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 5名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 40代 男性 長岡市 協力企業 ・4月 11日陽性判明 

2 30代 男性 長岡市 協力企業 ・4月 11日陽性判明 

3 40代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 11日陽性判明 

4 30代 男性 柏崎市 当社社員 ・4月 12日陽性判明 

5 40代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 12日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 15日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 5名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 50代 男性 刈羽村 協力企業 ・4月 13日陽性判明 

2 30代 男性 長岡市 協力企業 ・4月 13日陽性判明 

3 50代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 13日陽性判明 

4 20代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 13日陽性判明 

5 50代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 13日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 16日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 5名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 50代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 11日陽性判明 

2 30代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 13日陽性判明 

3 30代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 14日陽性判明 

4 40代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 14日陽性判明 

5 20代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 14日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 17日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 1名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 

＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 60代 男性 長岡市 当社社員 ・4月 15日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 18日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 1名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 

＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 40代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 14日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 22日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 2名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 40代 男性 柏崎市※ 協力企業 
・4月 19日陽性判明 

※県外の自宅にて療養中 

2 30代 男性 長岡市 協力企業 ・4月 20日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 26日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 1名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 30代 男性 柏崎市 当社社員 ・4月 24日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 27日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 2名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 50代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 24日陽性判明 

2 30代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 25日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 28日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 2名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 30代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 25日陽性判明 

2 30代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 26日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 4月 29日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 2名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 30代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 27日陽性判明 

2 40代 男性 柏崎市 協力企業 ・4月 27日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 5月 2日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 1名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 40代 男性 南魚沼市 協力企業 ・4月 30日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 5月 4日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 2名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 40代 女性 刈羽村 協力企業 ・5月 2日陽性判明 

2 50代 男性 柏崎市 協力企業 ・5月 2日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 5月 5日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 1名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 40代 男性 柏崎市 協力企業 ・5月 3日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 5月 6日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 1名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 20代 男性 柏崎市 当社社員 
・5月 4日陽性判明 

※県外の自宅にて療養中 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 5月 10日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 1名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 20代 男性 柏崎市 当社社員 
・5月 8日陽性判明 

※県外の自宅にて療養中 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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（お知らせ） 

 

柏崎市・刈羽村における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

 

2022年 4月 28日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所における一連の不適切事案を踏まえた原子力改革として

「本社機能の一部移転」、「外部専門家の登用」、「核物質防護事案への対応」などの取り組み

を進めております。 

 

これらの取り組みに対する進捗状況を地域の皆さま一人ひとりと直接お会いし、ご説明させて

いただくとともに、ご意見を拝聴し、その声を原子力改革へ活かすため、以下の通り「東京電力

コミュニケーションブース」を開設いたします。 

 

＜柏崎市＞ 

・期間：2022年 4月 30日（土）、5月 1日（日） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・場所：ハコニワ 柏崎市横山440-1 

 

＜刈羽村＞ 

・期間：2022年 4月 30日（土）、5月 1日（日） 

・時間：9時 00分～16時 30分 

・場所：柏崎刈羽原子力発電所サービスホール 刈羽郡刈羽村大字刈羽4236-1 

 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に、ご協力をお願いいたします。 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ  0257-45-3131（代表） 
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2021 年度決算について 

 
2022 年 4 月 28 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
 
当社は、本日、2021 年度（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日）の連結業績について

とりまとめました。 
 
連結の経常損益は、グループ全社を挙げた収支改善に努めたものの、株式会社 JERA に

おける燃料費調整制度の期ずれ影響が悪化したことや、小売販売電力量が減少したことな

どにより、前年度比 76.3%減の 449 億円の利益となりました。 
 
また、特別損益は、特別利益に原子力損害賠償・廃炉等支援機構からの資金交付金 1,166

億円を計上した一方、特別損失に原子力損害賠償費 1,177 億円、インバランス収支還元損

失 158 億円および 2022 年 3 月 16 日に福島県沖で発生した地震により被災した、資産の

復旧等に要する費用として、災害特別損失 128 億円を計上したことから、親会社株主に帰

属する当期純損益は前年度比 96.9%減の 56 億円の利益となりました。 
 

                   （単位：億円） 

 
当年度 
（A） 

前年度 
（B） 

比 較 
A－B A／B（%） 

 売 上 高   53,099   58,668  △  5,569 90.5 

 営 業 損 益   462   1,434  △    972 32.2 

 経 常 損 益   449   1,898  △  1,449 23.7 

 特 別 損 益  △ 298   13  △   312  - 

 親会社株主に帰属する 
当 期 純 損 益   56   1,808  △ 1,752 3.1 

 
【セグメント別の経常損益】 

2021 年度のセグメント別の経常損益については、以下のとおりです。 
・東京電力ホールディングス株式会社の経常損益は、基幹事業会社からの受取配当金が

増加したことなどにより、前年度比 809 億円増の 730 億円の利益となりました。 
・東京電力フュエル＆パワー株式会社の経常損益は、株式会社 JERA における燃料費調

整制度の期ずれ影響が悪化したことなどにより、前年度比 601 億円減の 96 億円の利

益となりました。 
・東京電力パワーグリッド株式会社の経常損益は、設備関係費の増加などにより、前年

度比 506 億円減の 1,183 億円の利益となりました。 
 

30



 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 報道グループ 03-6373-1111（代表） 

・東京電力エナジーパートナー株式会社の経常損益は、小売販売電力量の競争影響によ

る減少や、資源価格高騰影響などにより、前年度比 729 億円減の 664 億円の損失とな

りました。 
・東京電力リニューアブルパワー株式会社の経常損益は、卸電力販売などが増加したも 
のの、固定資産税の増加などにより、前年度比 21 億円減の 459 億円の利益となりま 
した。 

 
 （単位：億円） 

 
当年度 
（A） 

前年度 
（B） 

比 較 
A－B A／B（%） 

 経 常 損 益   449   1,898  △  1,449    23.7 

 東京電力ホールディングス   730  △ 79   809    - 

 東京電力フュエル＆パワー   96   698  △   601   13.8 

 東京電力パワーグリッド     1,183   1,690  △    506 70.0 

 東京電力エナジーパートナー  △ 664   64  △    729          - 

 東京電力リニューアブルパワー    459   481  △     21   95.5 

 
【2022 年度業績予想】 

2022 年度の業績予想については、未定です。今後、お示しできる状況となった段階で、

お知らせいたします。 
 

以 上 
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長期的な安定供給とカーボンニュートラルの両立に向けた事業構造変革について 

 

2022年 4月 28日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

本日、「長期的な安定供給とカーボンニュートラルの両立に向けた事業構造変革」に関す

る記者会見を行っております。 

資料は以下をご覧下さい。 

 

以 上 

 

添付資料：長期的な安定供給とカーボンニュートラルの両立に向けた事業構造変革について 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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1 

 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

ご質問への回答 

 

<竹内委員> 

Q１．柏崎刈羽原子力発電所に必要な本社機能を発電所近傍に配置して現場実態把握力にも取り

組むとのことであるが、外注の業務も的確に管理できる「手の内化」のために必要な人材の

配置も考えているのでしょうか。 

Q２.１を考えているのであれば、どのような人材の配置を検討しているのか。核物質防護以外

で繰り返し問題になる①～④の人材は配置するのでしょうか。 

① 溶接を管理できる人材 

② 地盤や基礎工事について詳しくチェックできる人材 

③ 防火管理や消防に関して綿密にチェックできる人材 

④ ケーブル敷設を適切に管理できる人材 

Q３.１を考えていないのであれば、「手の内化」はどのように進めていく予定なのか教えてくだ

さい。 

A． 

○ 柏崎刈羽原子力発電所に必要な本社機能を発電所近傍に配置することにより、発電所と本社

原子力部門が一体となって、現場実態把握力の向上にむけた取り組みを進めております。 

○ 一方、福島第一原子力発電所での事故の反省をふまえ、自分たちの技術力を向上させることが

重要と考えていることから、メーカーに依存しすぎず、それぞれの作業工程のプロセスを理解

し、管理する上での重要なポイントを知ることが必要であり、これを「手の内化」とよんでい

るものです。 

○ 従いまして、この「手の内化」を進めることで、自分たちで緊急時の設備復旧対応や安全対策

設備の不具合、人身災害といった作業上のリスクの洗い出しによる品質向上もできるように

なると考えております。 

○ 例えば、設備の保全や工事の業務においては、当面は電源設備点検、計装品点検、フィルター

等消耗品交換などから取り掛かり、将来的には主要な設備等についても、「手の内化」の取り

組みを進めていきます。 

○ 引き続き、協力企業との一体体制の強化、当社社員及び協力企業の技術力向上を図る取り組み

を進めてまいります。  

○ なお、ご質問いただいた「Q2 ①～④」については、現在進めている「手の内化」の取り組み

の中で、必要となる管理や力量を整理し、より専門性の高い人材が必要な領域と考えられるも

のであれば、外部人材の登用なども視野に入れて体制を整えていくことで考えております。 

 

以 上 
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東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

ご質問への回答 

  

<宮崎委員> 

１．第225回（3月）「地域の会」定例会資料、P18「６号機大物搬入建屋杭損傷の原因」に関連

して質問します。６号機杭の損傷が地中に埋まっていた「セメント改良土」に起因したことが

わかりました。と共に、中越沖地震は地盤や建屋を凄い力でゆすったり、傾けたりしたことも

わかりました。P20の①上物・基礎部の調査結果によれば、建屋の床が南北で10mm、東西

で6mm（北面）傾いていたとなっています。 

 

Q１-1．６号機の傾きは、地中の「セメント改良土」との衝突によるものですか。 

 

A1-1． 

○ 資料にある、基礎の沈下・傾斜を確認した基礎四隅の測定値は設計値との差を示しており、傾

斜の判定基準である1/300（南北約35mm、東西約60mmの高低差）と比べても小さい値

（南北約10mm、東西約６mmの高低差）のため、大物搬入建屋に問題はないと判断してお

ります。 

○ なお、ご質問文中に『「セメント改良土」との衝突』との記載がございますが、本件は杭に「セ

メント改良土」が衝突したという事案ではございません。あくまでもセメント改良土が№8杭

の動きを拘束する状態となり、中越沖地震時に杭頭部に地震力が集中し損傷したものと推定

しております。 

 



2 

 

Q１-2．杭は建屋が傾かないように設置されているものと考えますが、６号機の傾きは地盤全体

の傾きとも考えられます。杭で支えられていた４号機や７号機建屋の床の傾き方を教え

てください。 

 

Q１-3．杭のない建屋の傾きはどのようになっていますか。４，６，７号機以外の大物搬入建屋

四隅について教えてください。 

 

A1-2,3． 

○ 中越地震後の臨時点検及び定期点検において、各号機とも原子炉建屋と大物搬入建屋との接

続箇所※に段差等の変状がないことを確認しており、大物搬入建屋に傾きなどの異常はなかっ

たと判断しています。 

○ なお、杭損傷の推定原因をより確かなものとするため、「６号機大物搬入建屋」と同じ構造の

「４号機大物搬入建屋」を対象に、杭の掘削調査を実施します。その結果についてもお知らせ

してまいります。 

※構造的に分離された施設間接続部：エキスパンションジョイント部（P.1図中） 

 

Q１-4．杭設置か否かは、大物搬入建屋下の地盤によったわけですが、各建屋床下の地盤はどの

ような地層ですか。 

   支持層とする西山層か、そうではない古安田層かなど示してください。 

 

A1-4． 

○ 1,2,3,5号機大物搬入建屋は、西山層と同等の人工地盤に直接支持させております。 

○ 4,6,7号機大物搬入建屋は、西山層を支持層とした杭支持構造物です。 

 



3 

 

２．３月の地域の会で「ケーブル洞道」について回答してもらいました。既設洞道について、私が

想像していたものと大きく違ったことがわかりました。工法も開削だけで、「トンネル」工法

がなかったわけです。それに、段差や開きの被害が少ないこともわかりました。 

 

Q２．被害が少ないことは、既設洞道と新洞道で、構造に違いがあるように思われます。 

構造単位など、工法での違いを教えてください。 

 

A2． 

○ 既設洞道は、「開削工法」で作られています。 

○ 「開削工法」とは、地表面から掘り下げて、所定の位置に鉄筋コンクリート構造の洞道を構築

し、再び周辺を土砂で埋め戻す工法です。 

○ 鉄筋コンクリート構造の洞道は、延長方向を１ブロック20ｍ程度に分割して施工し、ブロッ

ク間には目地を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開削工法による洞道構築例（類似構造の他設備） 
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○ 新設洞道は、全延長の５割程度（約 615ｍ/約 1150ｍ）が「シールド工法」で作られていま

す。（残りは「開削工法」です。） 

○ 「シールド工法」とは、「シールド」と呼ばれるトンネル掘進機を地中に推し進めて、土砂の

崩壊を防ぎながらその内部を掘削してトンネルをつくる工法です。 

○ トンネルの内面には長さ1.2ｍ程度の「セグメント」と呼ばれる鉄筋コンクリート製の工場製

品を組み立てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シールド工法イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設洞道掘削時のシールドおよび施工写真 

 

以 上 

 



 

 

柏崎刈羽原子力発電所および福島第二原子力発電所の保安規定変更認可について 

 

2022年 5月 11日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、2021 年 9 月 22 日に取りまとめた改善措置計画に基づく、核物質

防護およびサイバーセキュリティ対策の強化に向けた核物質防護部門の組織

体制見直しに伴い、柏崎刈羽原子力発電所および福島第二原子力発電所の保安

規定変更認可申請書を原子力規制委員会に提出しております。 

（2021年12月24日、2022年1月14日お知らせ済み） 

 

本日、上記申請について、原子力規制委員会から認可をいただきました。 

 

【主な申請内容】 

・核物質防護やサイバーセキュリティなど、発電所のセキュリティを一元的

に管理する組織「セキュリティ管理部」を発電所長の直下に新設 

・防護管理グループを主に設備管理業務、警備業務をそれぞれ担うグループ

に分割し、セキュリティ管理部に移管 

・サイバーセキュリティ業務を主に行うサイバーセキュリティグループを

新設 

 

当社は、引き続き同委員会による追加検査に真摯かつ丁寧に対応するととも

に、福島第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、発電所の更

なる安全性、信頼性の向上に努めてまいります。 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 

 



柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 
 
 

2022年 5月 11日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、新たに 6名の新型コロナウイルス感染症患者が確認されま
したので、以下の通りお知らせいたします。 
今後、保健所の指導に基づき、適切に対応してまいります。 

 
＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞  

No. 年代 性別 居住地 所属 備考 

1 40代 男性 新潟県外 協力企業 
・5月 8日陽性判明 

※県外の自宅にて療養中 

2 40代 男性 柏崎市 当社社員 ・5月 9日陽性判明 

3 30代 男性 柏崎市 当社社員 ・5月 9日陽性判明 

4 20代 男性 柏崎市 当社社員 ・5月 9日陽性判明 

5 40代 男性 柏崎市 協力企業 
・5月 9日陽性判明 

※県外の自宅にて療養中 

6 40代 男性 柏崎市 協力企業 ・5月 9日陽性判明 

以 上 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 

 



廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２２年４月２７日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

３号機 燃料取り出し完了 2020年度内

４号機 燃料取り出し完了 2014年

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内
※新型コロナウイルス感染拡大の影響で
1年程度遅延する見込み

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約130m3/日（2021年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2025年内には100m3/日以下に抑制する
計画です。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等
原子炉施設の

解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組

• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理
が完了しました。

• 今後、原子炉建屋については2022年度～2024年度に滞留水の量を2020年末の半分程度に
低減させる計画です。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施しました。現在、防潮堤設置の工事を進めてい
ます。また、豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路
強化等を計画的に実施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機 2号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について

処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等を遵
守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してまいり
ます。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングのさら
なる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAによる
安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性高く、
継続的に発信してまいります。

※1 人及び環境への放射線の影響評価を含む
※2 少量の放出から慎重に開始

ALPS処理水の
取扱いに関する
小委員会

東京電力原子力
規制委員会

東京電力政府

（
処
分
開
始
の
約
１
年
前
～
）
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針
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1
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施
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の
変
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認
可
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請

処
分
開
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2

海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
継
続

2年程度

4月13日に「廃炉・汚染水・処理
水対策関係閣僚等会議」より決定

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出

がれき撤去 等
燃料取り出し
設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1、2号機

2021年12月21日に原
子力規制委員会へ申請

1



2021年度汚染水発生量評価と
建屋への地下水流入抑制対策の検討状況

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、 総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*1
（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機

注水

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

615体

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

注水

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

養生バッグ

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了） 取り出し完了燃料（体）

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ

前室

1号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗 2号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗
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D排水路の延伸工事 推進管の掘進作業完了

建屋屋根補修及び建屋周辺のフェーシングなど重層的な
汚染水対策を進めた結果、2021年度の汚染水発生量は
約130m３/日となり、降雨時の建屋流入量が抑制されて
いると評価しています。
引き続き、1-4号機山側のフェーシングや1号R/Bの屋根
補修対策を行う計画であり、2025年内の汚染水発生量
約100m3/日以下の抑制に向けて着実に対策を進めてい
きます。
また、更なる流入抑制対策として、地下水流入量が多い
号機においては、局所的な止水対策に取り組みます。まず
は、3号機を対象に、建屋貫通部等の調査や止水の施工
試験を行うことを検討しています。

建屋周辺では、燃料取り出し用の
構台設置に向け、2021年10月より
地盤改良工事を実施し、4月19日
に完了しました。今後、構台基礎の
設置に向けた作業を進めていきます。
構外では、鉄骨の地組作業を実
施するためのヤード整備が3月18日
に完了しました。7月からの鉄骨の地
組作業に向け、準備作業を進めてい
きます。
建屋内では、原子炉上部の遮蔽
設置作業を進め、5月末に完了する
予定です。

遮蔽

既設燃料取扱機

使用済燃料プール

＜遮蔽設置の状況＞

1号機 原子炉格納容器内部調査の進捗

1号機の原子炉格納容器（以下、PCV）内
部調査は、3月16日に発生した地震後、PCVの
水位低下が確認されたため中断しています。
その後確認された水中ROV-A2のカメラへの浸
水による映像不良の原因を調査した結果、ケー
ブル被覆に生じたしわに損傷を確認しました。
調査ルートの一部変更やケーブル被覆にしわの
発生を抑制するための作業手順の変更により再
発防止を行います。
現在、調査再開に向けて必要なPCV水位を
安定的に確保できるよう調整中です。

2号機 燃料デブリ試験的取り出しの進捗

2号機燃料デブリ試験的取り出し作業の準
備として隔離部屋設置作業を実施しています。
隔離部屋の据え付け状態を確認したところ、

X-6ペネの取手を収納するゴム部に損傷を確
認しました。また、隔離部屋の遮へい扉を開閉
した際、動作不良を確認しています。
X-6ペネのハッチ開放は隔離部屋設置後に
着手を予定しているため、隔離部屋に確認さ
れた損傷箇所への対応を検討しています。

大型カバーの設置に向けて、原子
炉建屋の西･北･東の外壁面調査が
完了したことから、4月13日より原子
炉建屋にアンカーを設置するための
孔あけ作業を開始しました。
作業員の被ばくリスクを低減するた
め、遠隔操作型のアンカー削孔装置
を用いるとともに、ダストを吸引しなが
ら慎重に作業を進めています。
また、作業中は、構内ダストモニタ
でダスト濃度を監視し、有意な変動
がないことを確認しています。

浜通りにおける廃炉産業集積の取り組み

廃炉事業に必要な開発、製造、運用、
保管、リサイクルを浜通りで一貫して実施し、
復興と廃炉の両立を実現していくため、
2020年代に設置を予定している 「燃料
デブリ取出しエンジニアリング会社」 及び
「廃炉関連製品工場」 について、東京電
力においてパートナー企業と基本合意に至
りました。
今後も様々な廃炉関連施設の設置を進
めていき、浜通りの経済、雇用創出、人材
育成、賑わい創出に貢献してまいります。

アンカー削孔装置

＜現場状況（北西より）＞

（撮影：2022年4月12日）

豪雨リスクの早期解消のためD排水路の延伸工事
を実施しています。
2021年9月から掘進工事を進め、1月の下流側立
坑到達に続き、4月21日に上流側も到達しました。
引き続き、モニタリング設備の設置など運用開始にむ
け、安全に作業を進めていきます。

＜①上流側推進管内部の状況＞＜②上流側推進管到達状況＞
写真②

Ｎ

写真①

【凡例】
：今回完了区間
：完了区間
：小口推進区間
：既設排水路
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主な取組の配置図
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提供：日本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影
Product(C)[2021] DigitalGlobe、 Inc.、 a Maxar company.

６
号

５
号

MP-2

MP-4

MP-6

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

タンク設置エリア

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界
増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備

高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

地盤改良

1号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗

2021年度汚染水発生量評価と
建屋への地下水流入抑制対策の検討状況

D排水路の延伸工事 推進管の掘進作業完了

2号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗

1号機 原子炉格納容器内部調査の進捗

2号機 燃料デブリ試験的取り出しの進捗

浜通りにおける廃炉産業集積の取り組み
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